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施設名

演題名 レンタル福祉用具の費用の削減

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

当院では2012年3月から福祉用具のレンタルをしている。しかし、当院が提携している福祉用具会社より2023
年７月１日から福祉用具レンタル一品に付き運搬費として500円の値上げ、レンタルデモの廃止を告げられ
た。このため、今後の福祉用具レンタルにかかる大幅なコストアップへの対応を検討した。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 21

リーダー名
（職種）

回

活動期間
看護師

総務

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）福祉用具レンタルの価格と質
（目標値）9月1日までに運搬費60％（161床中98床）を削減
　　　　　　現在のレンタル福祉用具運用の質を落とさず
　　　　　　新しいレンタル福祉用具会社へのシームレスな切り替え
　　　　　　新しい運用方法の定着

新規のレンタル福祉用具会社の開拓・変更
レンタル福祉用具の注文方法の効率化のために、ペーパーレスでの方法に変更
新しい注文方法のスタッフへの周知
運用方法の確認と修正

（実施前）レンタル福祉用具1点につき500円の送料がかかってしまっていた。また、今まで使用できていたデ
モレンタル福祉用具が廃止された。

（実施後）7月1日～9月31日までの期間で以前の福祉用具会社と比較して、配送料だけで75,000円安くなり、
費用合計だと270,175円安くなった。
福祉用具注文にかかる時間が短縮された。

福祉用具に不具合が生じた時に各担当者がスプレッドシートで交換依頼をする。
班編成時に各フロアの福祉用具係が福祉用具のレンタル方法を伝達する。
福祉用具の運用方法に変更があった時に福祉用具係が変更内容を伝達する。
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①職場単位の活動

③テーマに合わせて形成したチーム活動 椙田亮



【背景・テーマ選定】

【現状把握】

【目標設定】

【要因解析】

福祉用具レンタル運送費の値上げ

2022年４月１日～2023年３月31日までの既存の福祉用具業者からのレンタル数の集計

車椅子や歩行補助具,手すり

などの福祉用具はデモレンタ

ルも含め多くの品数をレンタ

ルしている.また修理交換や

汚染した福祉用具の交換も多

数あった

このまま対策をしないでレンタルをし続けると余計な出費が増える

【要因解析まとめ】

福祉用具レンタルの費用

が増大する要因を

①スタッフ

②環境

③管理

以上の3つの視点から検証

した

何を

いつまでに

どうする

運搬費60％（161床中98床）を削減

新しい運用方法の定着

レンタル福祉用具運用の質を落とさず新しいレンタル福祉用具会社へのシームレスな切り替え

９月１日までに

福祉用具レンタルの価格と質を



【要因解析】

【対策の立案と実施】

■レンタル福祉用具会社の選定条件
・現行のレンタルと同じ条件での運営が可能（毎日配送 デモ期間がある 修理や清掃で交換が可能）

・現行のレンタルと料金が同一もしくは安価

・福祉用具会社の母体がしっかりしている

■スタッフへの指導と周知

■注文をGoogleフォームに変更

納品と返却の確認

紙を使ってFAX注文をしていた時に比べ注文から納品までの工程がシンプルになった

スタッフにはまず福祉用具会社を変える必要性を説明し,新しい福祉用具会社と一緒

に新しいレンタルのシステムを作り上げていく重要性,レンタル福祉用具の性能と

商品のラインナップ,コストについての説明を行った

以前から付き合いのある福祉用具会社数件に連絡をするが,条件にあう福祉用具会社はなかった.その後インターネッ

トで十数件にメールや電話などで探し１件見つけることが出来た.レンタル福祉用具会社はこれまで回復期病院の福祉

用具のレンタルは行っていなかったが「竹川病院と一緒に仕事をしていきたい」と話され,何回も打ち合わせを行い7

月1日から開始となった

■インターネットで福祉用具会社を探す

要因解析に基づき課題の明確化を

した.その結果,

①新規福祉用具業者の開拓

②ネットでの注文に変更

の2点についての対策を検討する

必要があると考えた

当院の条件を提示し価格の交渉
運搬ルートの方法,デモ商品の確保

修理・清掃の条件など
打ち合わせを繰り返す

竹川病院と福祉用具会社と契約を結ぶ



【効果の確認】

■福祉用具レンタル切り替え ■福祉用具レンタルの運用について

■福祉用具レンタル費

・グーグルフォームを使用することで注文の間違いに早期に気づけるようになった

・注文方法がシンプルになった為、業務時間の短縮に繋がった

【標準化と管理の定着】

【今後の課題と展望】

・レンタル福祉用具会社との関係性の構築

・運用方法を適宜見直し,業務の効率化を図る

・スタッフにコスト意識を根付かせ,二重借りをゼロにする

・院内のレンタル福祉用具を全て新規レンタル福祉用具会社にする

・リハクラークの業務量が軽減した

【波及効果】

新規レンタル福祉用具会社に
病床数60％変更が達成出来た

7月1日から4階病棟入院患者さんから徐々に新規福

祉用具会社に切り替え,9月1日より３階病棟入院患

者さんも切り替えを行った.切り替え時大きな問題

もなくスムーズに行えた

ほとんどの福祉用具レンタル料も話し合いの
結果,以前の価格より抑えることが出来た

■アンケートを実施


